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○ 

開 
 

 
 

 

議 
◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開

き
ま
す
。 

○ 
決 

議 

案 

提 

出 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

た
だ
い
ま
議
長
の
手
元
に
全
議
員
か
ら
決
議
案
が
一
件

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
様
の
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
の

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

（
決
議
案
） 

   
 

 
 

○ 

決 

議 

案 

上 

程 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

決
第
一
号
決
議
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
決
第
一
号
決
議

案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

提 

出 

者 

説 

明 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
決
第
一
号
決
議
案
に
つ

き
ま
し
て
は
、
提
出
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 

◎
大
場
芳
博
君
（
拍
手
）
登
壇
＝
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
由
民
主
党
会
派
の
大

場
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
回
の
佐
賀
県
警
察
本
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
不
祥
事
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
事

の
重
大
性
に
鑑
み
、
県
議
会
を
代
表
し
て
、
決
議
案
の
提
出
者
説
明
を
行
い
ま
す
。 

な
お
、
説
明
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
議
案
の
読
み
上
げ
に
よ
り
ま
し
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

佐
賀
県
警
察
本
部
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
不
祥
事
の
再
発
防
止
と 

県
民
へ
の
信
頼
回
復
を
求
め
る
決
議
（
案
） 

佐
賀
県
警
察
本
部
は
、
令
和
七
年
九
月
八
日
、
科
学
捜
査
研
究
所
に
所
属
す
る

鑑
定
技
術
職
員
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
を
巡
り
、
平
成
二
十
九
年
六
月
か
ら
令
和
六
年
十

月
ま
で
の
間
、
実
際
は
行
っ
て
い
な
い
鑑
定
を
行
っ
た
よ
う
に
装
う
虚
偽
の
報
告
を

す
る
な
ど
百
三
十
件
の
不
正
行
為
を
し
て
い
た
事
案
を
公
表
し
た
。
こ
う
し
た
行
為

は
刑
事
司
法
制
度
の
信
頼
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
、
県
民
に
深
刻
な
不
安
と
不
信
を

与
え
る
重
大
な
事
案
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
は
、
個
人
を
高
い
精
度
で
識
別
す
る
鑑
定
法
で
あ
り
、
現
場
資

料
か
ら
の
被
疑
者
の
特
定
、
被
疑
者
で
な
い
者
の
捜
査
対
象
か
ら
の
除
外
等
の
個
人

識
別
に
活
用
さ
れ
、
そ
の
内
容
や
結
果
が
信
頼
さ
れ
る
の
は
高
度
の
専
門
性
と
中
立

性
に
担
保
さ
れ
る
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。 

客
観
証
拠
を
重
視
す
る
捜
査
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
中
、
そ
の
要
で
あ
る
Ｄ

Ｎ
Ａ
型
鑑
定
を
巡
る
不
正
行
為
は
、
科
学
鑑
定
の
信
頼
を
大
き
く
揺
る
が
す
も
の
で

あ
る
。 

今
回
の
事
案
に
お
い
て
、
佐
賀
県
警
は
鑑
定
技
術
職
員
の
不
正
行
為
を
七
年
以

上
も
見
逃
し
、
内
部
管
理
の
甘
さ
、
組
織
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
が
明
ら

か
に
な
る
な
ど
、
県
民
の
警
察
組
織
全
体
に
対
す
る
信
頼
は
大
き
く
失
墜
し
た
。 

ま
た
、
発
覚
後
の
情
報
公
開
に
お
い
て
も
初
動
か
ら
丁
寧
さ
を
欠
き
不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
極
め
て
深
刻
で
あ
り
、
警
察
組
織
の
透
明
性
と
信
頼
性
を
大
き
く
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損
な
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
佐
賀
県
警
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
の
警
察
組
織

や
科
学
捜
査
全
般
の
信
頼
を
損
な
い
、
警
察
職
員
の
士
気
阻
喪
に
も
波
及
し
か
ね
な

い
事
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
正
行
為
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
県
議
会
と
し

て
は
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
り
、
到
底
看
過
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。 

よ
っ
て
、
佐
賀
県
議
会
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
不
祥
事
に
関
し
、
以
下
の
事
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

一
、
科
学
鑑
定
の
信
頼
を
揺
る
が
し
、
佐
賀
県
警
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
を
大
き
く

失
墜
さ
せ
た
こ
と
を
、
重
く
受
け
止
め
、
真
摯
に
反
省
す
る
こ
と
。 

二
、
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
独
立
性
、
透
明
性
、
専
門
性
な
ど
を
備
え
た
第
三

者
に
よ
る
調
査
を
行
う
こ
と
。 

三
、
警
察
庁
な
ど
外
部
へ
指
導
・
助
言
を
求
め
、
組
織
改
革
と
再
発
防
止
策
の
具
体

化
、
組
織
風
土
の
改
善
、
職
員
教
育
の
徹
底
等
を
図
り
県
民
へ
の
信
頼
回
復
を
果
た

す
こ
と
。 

以
上
、
決
議
す
る
。 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
提
案
者
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
拍
手
） 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

決
第
一
号
決
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
第
一
号
決
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
よ
り
決
第
一
号
決
議
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ

っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち

に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

決
第
一
号
決
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
佐
賀
県
警
察
本
部
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
不
祥
事
の
再
発
防
止
と
県
民
へ
の
信

頼
回
復
を
求
め
る
決
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
決
議
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
決
第
一
号
決
議
案

は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

討 
 

 
 

 

論 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

次
に
、
日
程
に
よ
り
、
上
程
中
の
議
案
に
つ
い
て
討
論

に
入
り
ま
す
。 

 

甲
第
四
十
号
議
案
に
つ
い
て
討
論
の
通
告
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許

可
い
た
し
ま
す
。 

◎
武
藤
明
美
君 

登
壇
＝
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
の
武
藤
明
美
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

私
は
、
甲
第
四
十
号
議
案
「
令
和
七
年
度
佐
賀
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
」
に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

甲
第
四
十
号
の
補
正
予
算
（
第
三
号
）
は
、
五
十
八
億
二
千
七
十
四
万
円
で
す
。

こ
の
中
に
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
国
の
交
付
金
に
よ
る
事
業
と
し
て
五
億
五

千
百
六
十
万
八
千
円
も
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
い
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
国
民
医
療
、
地
域
医
療

を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
病
床
削
減
計
画
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
異
議
を
唱

え
ま
す
。 

病
床
機
能
再
編
支
援
事
業
費
補
助
と
し
て
一
億
五
千
七
百
七
十
七
万
六
千
円
、
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こ
れ
は
急
性
期
機
能
や
、
慢
性
期
の
機
能
を
持
つ
病
床
を
減
少
す
る
場
合
の
病
床
数

に
応
じ
て
給
付
金
を
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
令
和
六
年
度
国
補
正
で
国

の
二
次
内
示
を
受
け
た
病
床
数
適
正
化
と
い
う
名
の
ベ
ッ
ド
数
の
削
減
を
進
め
る
医

療
機
関
に
対
し
、
経
費
相
当
の
給
付
金
支
援
と
し
て
の
一
億
五
千
五
百
九
十
五
万
二

千
円
が
追
加
さ
れ
て
い
て
、
合
計
三
億
一
千
三
百
七
十
二
万
八
千
円
に
な
り
ま
す
。 

自
民
、
公
明
、
維
新
の
会
に
よ
る
医
療
費
四
兆
円
削
減
の
合
意
の
も
と
で
、
全

国
で
十
一
万
床
の
病
床
削
減
を
進
め
て
お
り
、
佐
賀
県
に
も
こ
う
い
う
形
で
影
響
が

及
ん
で
い
る
の
で
す
。 

六
月
議
会
の
と
き
も
言
い
ま
し
た
が
、
感
染
症
な
ど
の
有
事
に
対
応
す
る
た
め

に
も
余
力
の
あ
る
医
療
体
制
は
必
要
な
の
で
す
。
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の

病
床
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
医
療
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
は
な

ら
な
い
と
改
め
て
国
の
や
り
方
に
憤
り
を
表
明
し
、
抗
議
し
、
反
対
討
論
と
い
た
し

ま
す
。 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
討
論
を
終
了
し
採
決
に
入
り
ま

す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

甲
第
四
十
号
議
案
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
令
和
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ

り
ま
す
。 

 

甲
第
四
十
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
甲
第
四
十
号
議

案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
議
決
い
た
し
ま
し
た
議
案
を
除
く
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
討
論
の
通
告

は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し

直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
甲
第
四
十
二
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
令
和
七
年
度
財
政
調
整
積
立
金
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ

い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

甲
第
四
十
二
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
甲
第
四
十
二
号

議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
五
十
一
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
国
営
土
地
改
良
事
業
に
対
す
る
市
町
の
負
担
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り

ま
す
。 

 

乙
第
五
十
一
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
五
十
一
号

議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
次
に
、
甲
第
四
十
一
号
議
案
、
及
び
甲
第
四
十
三
号
議
案
か
ら
甲
第
四
十
五
号
議

案
ま
で
三
件
、
以
上
四
件
の
議
案
を
一
括
し
て
採
決
し
ま
す
。 

 

以
上
四
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 
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◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
四
件
の
議
案

は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
四
十
六
号
議
案
か
ら
乙
第
五
十
号
議
案
ま
で
五
件
、
及
び
乙
第
五
十

二
号
議
案
か
ら
乙
第
五
十
九
号
議
案
ま
で
八
件
、
以
上
十
三
件
の
議
案
を
一
括
し
て

採
決
し
ま
す
。 

 

以
上
十
三
件
の
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
十
三
件
の
議

案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
乙
第
六
十
号
議
案
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

乙
第
六
十
号
議
案
に
つ
い
て
の
委
員
長
の
報
告
は
同
意
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
乙
第
六
十
号
議
案

は
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

意 

見 

書 

案 

提 

出 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

た
だ
い
ま
議
長
の
手
元
に
意
見
書
案
が
五
件
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
様
の
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
の
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

  

（
意
見
書
案
） 

   
 

 
 

○ 

意 

見 

書 

案 

上 

程 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
八
号
意
見
書
案
か
ら
意
第
十
二
号
意
見
書
案
ま
で
以
上
五
件
の
意
見
書
案
を

本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
五
件
の
意

見
書
案
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

意
第
八
号
意
見
書
案
及
び
意
第
九
号
意
見
書
案
、
以
上
二
件
の
意
見
書
案
に
つ
き

ま
し
て
は
、
議
員
全
員
の
提
出
に
よ
る
も
の
で
、
内
容
も
判
明
い
た
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
提
出
者
の
説
明
及
び
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
こ
れ
よ
り
意
第
八
号
意
見
書
案
及
び
意
第
九
号
意
見
書
案
、
以
上
二
件
の
意
見
書

案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
が
、
討
論
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
討

論
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
討
論
を
終
了
し
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 
採 

 
 

 
 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

意
第
八
号
意
見
書
案
及
び
意
第
九
号
意
見
書
案
、
以
上

二
件
の
意
見
書
案
を
一
括
し
て
採
決
い
た
し
ま
す
。 
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こ
れ
は
、
私
学
助
成
の
充
実
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書
案
、
地
方
消
費
者
行
政
の

充
実
・
強
化
の
た
め
国
の
財
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書
案
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
二
件
の
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

全
員
起
立
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
意
見

書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

提 

出 

者 
説 

明 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

次
に
、
意
第
十
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
、
提
出
者
の
説

明
を
求
め
ま
す
。 

◎
下
田 

寛
君
（
拍
手
）
登
壇
＝
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
田
寛
で
す
。 

意
第
十
号
意
見
書
案
、
こ
れ
は
「
最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
す
べ
て
の
生
活
保
護

利
用
者
に
対
す
る
速
や
か
な
被
害
回
復
措
置
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
」
で
す
が
、

こ
れ
の
提
案
者
説
明
を
行
い
ま
す
。 

国
は
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
、
生
活
保
護
基
準
の
う
ち
、
生

活
費
部
分
を
平
均
六
・
五
％
、
最
大
で
一
〇
％
引
き
下
げ
ま
し
た
。 

生
活
保
護
基
準
は
、
住
民
税
の
非
課
税
基
準
や
就
学
援
助
の
支
給
基
準
、
国
民

健
康
保
険
料
の
減
免
基
準
、
介
護
保
険
料
や
利
用
者
の
減
免
基
準
な
ど
四
十
七
も
の

制
度
に
連
動
す
る
基
準
で
あ
り
、
こ
の
減
額
は
、
生
活
保
護
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、

生
活
保
護
を
利
用
し
て
い
な
い
多
く
の
人
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
佐
賀
県
を
は
じ
め
、
全
国
二
十
九
都
道
府
県
で
最
大
千
二
十
七

人
の
原
告
が
引
き
下
げ
の
取
り
消
し
を
求
め
て
裁
判
を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

地
裁
、
高
裁
で
国
敗
訴
の
判
決
が
二
十
七
件
も
積
み
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

本
年
六
月
二
十
七
日
、
最
高
裁
判
所
は
、
こ
の
減
額
処
分
は
生
活
保
護
法
第
三
条
並

び
に
第
八
条
二
項
に
違
反
し
て
お
り
、
違
法
で
あ
る
と
し
て
減
額
処
分
を
取
り
消
す

判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。 

こ
の
判
決
は
最
高
裁
も
判
事
全
員
一
致
で
減
額
処
分
を
違
法
と
断
じ
て
お
り
、

た
だ
の
手
続
違
反
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
基
準
自
体
が
実
態
と
し
て
違
法
と
認
め

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
最
高
裁
判
決
に
よ
り
、
減
額
処
分
前
の
生
活
保
護
基
準
が
生
き
続
け
る
こ

と
に
な
り
、
生
活
保
護
利
用
者
は
違
法
に
減
額
し
た
保
護
費
を
支
払
え
と
い
う
請
求

権
を
持
つ
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

国
は
、
生
活
保
護
利
用
者
の
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利

と
い
う
重
要
な
権
利
を
侵
害
し
た
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
現
在
も
全
国
の
裁
判

所
で
継
続
し
て
い
る
同
種
訴
訟
に
つ
い
て
、
全
面
解
決
を
図
り
全
面
的
な
被
害
回
復

措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
す
。 

こ
の
最
高
裁
判
決
に
対
し
ま
し
て
は
、
国
は
、
生
活
保
護
情
勢
を
所
管
す
る
厚

生
労
働
省
と
し
て
真
摯
に
反
省
す
る
と
い
う
旨
の
表
明
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
対
応

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
こ
と
を
審
議
す
る
学
識
経
験
者
に
よ
る
専
門
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
最
高
裁
判
決
か
ら
既
に
三
カ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
は
い
ま
だ
に
生
活
保
護
利
用
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
回
復
の
措
置
を
取
ら
ず
に

放
置
し
続
け
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
多
く
の
原
告
が
、
被
害
回
復
を
見
る
こ
と
な
く
、
訴
訟
中
に
死
亡
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
、
全
て
の
生
活
保
護
利
用
者
の
完
全

な
被
害
回
復
を
一
刻
も
早
く
行
う
こ
と
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
早
期
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、
本
意
見
書
案
を
提
出
し
ま
す
。 

以
上
、
提
案
者
説
明
と
い
た
し
ま
す
。
（
拍
手
） 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
よ
り
意
第
十
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
質
疑
に
入
り
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ま
す
が
、
質
疑
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ

っ
て
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

意
第
十
号
意
見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
十
号
意
見

書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

討 
 

 
 

 

論 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
よ
り
意
第
十
号
意
見
書
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り

ま
す
。
討
論
の
通
告
が
あ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許
可
い
た
し
ま
す
。 

◎
武
藤
明
美
君
（
拍
手
）
登
壇
＝
日
本
共
産
党
の
武
藤
明
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
、
意
第
十
号
意
見
書
案
「
最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
す
べ
て
の
生
活
保
護
利

用
者
に
対
す
る
速
や
か
な
被
害
回
復
措
置
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
、
賛
成
の

立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
、
生
活
保
護
基
準
の
う
ち
、
日
常
生

活
費
の
基
準
と
な
る
生
活
扶
助
費
が
最
大
一
〇
％
、
平
均
六
・
五
％
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
違
法
だ
と
最
高
裁
で
結
論
づ
け
ら
れ
た
の
で
す
。 

私
が
相
談
を
受
け
た
あ
る
方
は
、
食
事
は
一
日
二
回
、
就
寝
は
七
時
か
八
時
に

し
て
、
光
熱
費
を
節
約
し
て
自
己
防
衛
し
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
で

は
一
日
一
食
で
我
慢
し
て
い
る
人
た
ち
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
、
生
活
保
護
基
準
を
見

直
し
て
ほ
し
い
、
せ
め
て
元
に
戻
し
て
ほ
し
い
、
そ
う
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

物
価
高
騰
の
中
で
、
給
付
金
へ
の
期
待
が
あ
っ
て
も
当
て
に
な
ら
な
い
状
況
で

す
。
親
戚
の
祝
儀
不
祝
儀
に
も
お
包
み
が
で
き
ず
、
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
語

ら
れ
て
い
ま
す
。 

憲
法
二
十
五
条
や
生
活
保
護
法
に
示
さ
れ
て
い
る
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
権
利
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
何
で
も
我
慢
を
強
い
ら
れ
る
、
人
と
し
て

当
た
り
前
に
生
き
る
こ
と
す
ら
か
な
わ
な
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
ま
す
。
生
活

扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。 

最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
、
国
は
、
全
て
の
生
活
保
護
利
用
者
へ
減
額
し
た
保
護

費
を
、
遡
っ
て
支
給
す
る
こ
と
を
直
ち
に
始
め
る
べ
き
で
す
。 

今
、
厚
生
労
働
省
は
有
識
者
の
会
議
の
中
で
ど
う
対
応
す
る
か
検
討
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
論
待
ち
の
間
に
も
、
健
康
状
態

が
悪
化
す
る
人
た
ち
も
お
ら
れ
ま
す
。
亡
く
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
一
刻
も
早
く
、
被
害
回
復
を
し
て
い
く
べ
き
で
す
。 

ま
た
、
生
活
保
護
基
準
は
、
就
学
援
助
制
度
や
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
制

度
に
も
連
動
し
て
い
ま
す
。
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
の
意
見
書
を

採
択
す
る
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
実
行
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

最
高
裁
判
決
は
、
誰
も
が
否
定
で
き
な
い
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
県
議
会
の
皆
様
の
良

識
を
お
示
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
て
、
賛
成
討
論
と

い
た
し
ま
す
。
（
拍
手
） 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
討
論
を
終
了
し
採
決
に
入
り
ま

す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

意
第
十
号
意
見
書
案
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
す
べ
て
の
生
活
保
護
利
用
者
に
対
す
る
速
や

か
な
被
害
回
復
措
置
を
求
め
る
意
見
書
案
で
あ
り
ま
す
。 
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本
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
少
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
十
号
意
見

書
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

意
第
十
一
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
二
号
意
見
書
案
、
以
上
二
件
の
意
見
書
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
者
の
説
明
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御

異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
意

見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
提
出
者
説
明
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
れ
よ
り
意
第
十
一
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
二
号
意
見
書
案
、
以
上
二
件
の

意
見
書
案
に
つ
い
て
質
疑
に
入
り
ま
す
が
、
質
疑
の
通
告
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

意
第
十
一
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
二
号
意
見
書
案
、
以
上
二
件
の
意
見
書
案

に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
以
上
二
件
の
意

見
書
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

討 
 

 
 

 

論 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
よ
り
意
第
十
一
号
意
見
書
案
及
び
意
第
十
二
号
意

見
書
案
、
以
上
二
件
の
意
見
書
案
に
つ
い
て
討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
の
通
告
が
あ

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
言
の
許
可
を
い
た
し
ま
す
。 

◎
武
藤
明
美
君 

登
壇
＝
日
本
共
産
党
の
武
藤
明
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
、
意
第
十
一
号
意
見
書
案
「
外
国
人
や
外
国
資
本
に
よ
る
土
地
取
得
及
び

利
用
を
制
限
す
る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
、
ま
た
意
第
十
二
号
意
見
書

案
「
台
湾
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び

先
進
的
な
協
定
）
参
加
を
積
極
的
に
支
援
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」
、
以
上
二
本

に
対
し
反
対
し
、
一
括
し
て
討
論
を
行
い
ま
す
。 

意
第
十
一
号
意
見
書
案
で
す
。
「
外
国
人
や
外
国
資
本
に
よ
る
土
地
取
得
及
び

利
用
を
制
限
す
る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
で
す
。 

こ
の
前
の
参
議
院
選
挙
の
と
き
に
、
外
国
人
差
別
や
排
外
主
義
の
主
張
を
す
る

陣
営
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
中
国
が
日
本
の
土
地
を
買
い
あ
さ
っ
て
い
る
。
外
国

人
の
投
資
が
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
を
引
き
上
げ
た
、
な
ど
の
言
説
が
振
り
ま
か
れ
、
結

果
、
外
国
人
の
土
地
購
入
規
制
を
主
張
し
出
し
て
い
る
政
党
も
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
外
国
人
に
よ
る
不
動
産
投
資
の
増
加
は
、
第
二
次
安
倍
政
権
の
規
制

緩
和
と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
円
安
の
結
果
で
あ
り
、
政
府
が
国
内
外
の
不
動
産

フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
よ
る
住
宅
投
機
を
野
放
し
に
し
て
き
た
た
め
で
す
。
こ
の
投
機
に

対
す
る
規
制
こ
そ
今
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
降
の
不
動
産
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
よ
る
十
億
円
以
上
の
不
動
産

売
買
は
合
計
約
四
十
七
兆
円
超
え
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三
年
か
ら

二
〇
二
四
年
度
ま
で
の
数
字
で
す
が
、
こ
の
う
ち
海
外
投
資
家
に
よ
る
も
の
は
、
約

四
分
の
一
で
す
。
三
井
不
動
産
の
首
都
圏
新
築
物
件
の
購
入
者
で
は
、
外
国
人
投
資

者
は
一
割
ほ
ど
で
す
。
大
型
都
市
再
開
発
で
大
も
う
け
し
た
の
は
大
手
不
動
産
業
者

で
あ
り
、
五
年
間
で
五
社
、
三
井
、
住
友
、
三
菱
、
東
急
、
野
村
は
二
〇
二
四
年
三

月
期
決
算
で
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
最
高
益
を
更
新
し
て
い
ま
す
。 
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こ
う
い
う
状
態
を
規
制
も
な
く
放
置
し
て
、
外
国
人
に
よ
る
土
地
購
入
の
規
制

が
問
題
だ
と
、
外
国
人
に
枠
を
は
め
る
の
で
は
な
く
、
投
機
目
的
で
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
不
動
産
を
購
入
す
る
こ
と
自
体
に
規
制
を
か
け
る
こ
と
が
ま
ず
先
で
す
。 

ま
た
、
こ
の
意
見
書
案
の
要
請
の
一
項
目
に
、
「
重
要
土
地
等
調
査
法
の
対
象

区
域
を
拡
大
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
狙
い
は
、
森
林
や
水
源
地
な

ど
が
外
国
資
本
に
買
収
さ
れ
、
乱
開
発
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
に
端
を

発
し
て
、
国
家
が
国
民
監
視
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
得
る
た
め
の
も
の
で
す
。
二
〇
二

一
年
六
月
に
国
会
で
論
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
政
府
は
外
国
資
本
に
よ
る
不
動
産

購
入
を
契
機
と
す
る
不
安
、
リ
ス
ク
、
懸
念
を
口
実
に
、
対
象
地
域
を
拡
大
せ
よ
と

主
張
し
て
い
ま
す
。
対
象
地
域
の
拡
大
で
政
府
が
自
ら
や
っ
て
き
た
規
制
緩
和
を
容

認
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
基
本
的
人
権
を
脅
か
し
、
市
民
監
視
も
強
め
る
よ
う
な
こ
と

を
政
府
に
白
紙
委
任
す
る
や
り
方
で
進
め
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
意
見
書
は
、
外
国
人
の
土
地
購
入
を
口
実
と
し
た
重
要
土
地
等
調
査
法
の

対
象
区
域
拡
大
に
よ
っ
て
、
日
本
国
民
を
も
監
視
す
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
意
見
書
案
に
反
対

で
す
。 

次
に
、
意
第
十
二
号
意
見
書
案
で
す
。
「
台
湾
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
積
極
的

に
支
援
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
（
案
）
」
に
つ
い
て
で
す
。 

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
い
わ
ゆ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ1

1

は
、
そ
も
そ
も
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
本
質
的
に
異

な
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
障
壁
の
撤
廃
を
掲
げ
、
自
由
貿
易
、
投
資
の
自
由

化
の
名
で
市
場
原
理
、
規
制
緩
和
至
上
主
義
を
各
国
に
押
し
つ
け
て
経
済
主
権
を
奪

う
も
の
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
枠
組
み
に
、
我
が
国
に
と
っ
て
「
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
」

と
思
っ
て
い
る
台
湾
を
巻
き
込
む
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

か
つ
て
農
業
分
野
に
お
け
る
関
税
撤
廃
は
、
我
が
国
農
業
を
破
壊
す
る
と
多
く

の
国
民
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
し
ま
し
た
。
当
時
、
自
民
党
は
選
挙
で
「
ウ
ソ
を
つ

か
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
。
ブ
レ
な
い
自
民
党
」
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
ま
で
掲
げ
て

い
ま
し
た
。
農
産
物
主
要
五
品
目
を
関
税
撤
廃
か
ら
除
外
す
る
国
会
決
議
も
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
ほ
ご
に
し
て
、
自
公
政
権
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
批
准
を

強
行
し
た
こ
と
は
、
ど
な
た
も
記
憶
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
後
、
あ
れ
こ
れ
国
内
対
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
打
撃
を
防
げ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
今
日
の
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
を
見

れ
ば
明
ら
か
で
す
。
か
つ
て
の
懸
念
は
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

言
う
ま
で
も
な
く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
は
農
業
分
野
だ
け
で
な
く
、
食
の
安
全
、

医
療
、
保
健
、
共
済
、
政
府
調
達
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
な
ど
の
各
分
野
に
及
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
い
う
状
況
に
台
湾
を
押
し
や
る
よ
う
な
支
援
は
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
、
世
界
の
流
れ
は
、
各
国
の
経
済
主
権
の
尊
重
と
、
互
恵
平
等
の
立
場
で
の

貿
易
投
資
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
自
国
の
食
料
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
自
国
で
決
定
す
る
と
い
う
、
食
料
主
権
の
尊
重
は
世
界
の
流
れ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
日
本
は
こ
う
い
っ
た
互
恵
平
等
の
ル
ー
ル
づ
く
り
こ
そ
、
ア
ジ
ア
の
中

で
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ1

1

、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
貿
易
協
定
は
離
脱
、

廃
棄
し
、
二
国
間
の
貿
易
・
経
済
連
携
は
、
各
国
の
多
様
な
主
権
尊
重
を
基
本
に
進

め
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
意
見
書
を
上
げ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ

て
、
こ
の
意
見
書
案
に
反
対
を
表
明
い
た
し
ま
す
。 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
討
論
を
終
了
し
採
決
に
入
り
ま

す
。 

 
 

 
 

○ 

採 
 

 
 

 

決 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

ま
ず
、
意
第
十
一
号
意
見
書
案
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 
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こ
れ
は
、
外
国
人
や
外
国
資
本
に
よ
る
土
地
取
得
及
び
利
用
を
制
限
す
る
た
め

の
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
十
一
号
意

見
書
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
意
第
十
二
号
意
見
書
案
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
台
湾
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包

括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
）
参
加
を
積
極
的
に
支
援
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
案
で

あ
り
ま
す
。 

本
意
見
書
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

〔
賛
成
者
起
立
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

起
立
者
多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
第
十
二
号
意

見
書
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

議 

員 

派 

遣 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

次
に
、
議
員
派
遣
の
件
を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議

題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
員
派
遣
の
件

を
本
日
の
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

会
議
規
則
第
百
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す

と
お
り
、
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

  

（
議
員
派
遣
報
告
書
） 

  

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
議
決
い
た
し
ま
し
た
議
員
派
遣
の
内
容
に
今
後
変
更
を
要
す
る
と
き
は
、

そ
の
取
り
扱
い
を
議
長
に
御
一
任
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

○ 

継 

続 

審 

査 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

次
に
、
会
議
規
則
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元

に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
申
出
書
の
と
お
り
、
各
委
員
長
か
ら
議
長
宛
て
そ
れ
ぞ

れ
閉
会
中
の
継
続
審
査
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

（
閉
会
中
継
続
審
査
報
告
書
） 

  

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 
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各
委
員
長
か
ら
の
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
付
す
る
こ
と
に
御

異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
、
今
期
定
例
県
議
会
の
全
日
程
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
ま
で
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
各
議
案
に
つ
い
て
、
数
字
ま
た
は
字
句
等
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
場
合
は
、
会
議
規
則
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
適

宜
議
長
の
手
元
に
お
い
て
訂
正
す
る
こ
と
に
御
承
認
を
願
っ
て
お
き
ま
す
。 

 
 

 
 

○ 

閉 
 

 
 

 

会 

◎
議
長
（
宮
原
真
一
君
） 

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
七
年
九
月
定
例
県
議
会
を

閉
会
い
た
し
ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
三
十
九
分 

閉
会 

 
 

 
 

 

議

事

課

副

課

長 
 
 
 

髙 

田 

一 
弘 

 
 

 
 

 
 

同 
 
 

議
事
・
記
録
担
当
主
査 
 
 
 

松 
 

尾 
 

重 
 

治 

 
 

 
 

 
 

同  

議
事
・
記
録
担
当
会
計
年
度
任
用
職 

 

石 

丸 

宏 

子 

   


